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(1[，)11および気動車を含めて呼ぶ答111 と，これらを含めないで

呼ぶ客111 とが， まぎれやすい場合には， その区別を明らかにす

る必要がある。)

Iド阿は鉄道輸送を行う上に必裂かくべからざるもので，輸送

量 と 車両数とは内容物と容総の関係に似て， たがし、に空白按な関

連がある 。 輸送致が国力の発展とともに増大して くると ともに ，

JI工同もわが鉄道の発足以来量的 ・ 質的に向上の途をたどっ てき

た。

わが国の機関車は狭軌と いう 制約のもと で， 氷年の努力によ

って現在においては l仕界に誇り得る水準に達している。 H召和23

年に蒸気憾関車の形式廃車を行っ て，現在は 36 形式に滅じ，両

数こそ少し滅少したが質的には向上している。電気儀!刻I糾主戦

後電化の急速な進展にやl'ない ， 増加の一路をたどっている。答

率においては明治年間には現在の貨車のような 2 n~hlt1 ， 3;1副l車

を主としていたが， 明治 42 年ボギー 111を基本形式とし， さらに

IIH手112 年には鋼製車を基本 とし， 昭和125 年以来， 木製平を一掃

する計画を立て 11日豹1 30 年度をもって， 営業用からは姿を消すこ

と とな ったい鋼休化改造(車両の) )， 1'Pドにおいても大形化す

る こ とにより ， flt荷 1 ト ソ当り の 佐1 m を減じ新製政はもちろん，

修繕Q'i も運転資も割安とすることができるため， 漸次大形化の

道をたどり ， 現在では 15t 1容が基本となっている。近年閑散線

区の合PÆ化ならびにサービス向上がさけばれ，デ ィ ーセ勺レ動車

の附加が大きく ， また殴I共1エドにおいても ， デ ィ ーゼノレ電気俄除l

l11が昭和 27 年に 3 両製作された。(桃山勝義)

し 伊 りょういどうき 車両移動機 (災)sh unte r 貨車の入後

を行う 後械であ っ て ， 手事11入換が直接人力によ って手や肩で車

両を事\1して貨車を移動する代りに， 機械を使用 して少人数で簡

単に能率的に行えるようにした機械て、ある。

現在使用されているも のは， 車輪 ・ 台枠(だいわ く)を日Iîえ ，

台枠の上にガソリ ンエ γ ジ γ とジャッキを設け， ジ ャッ キを貨

車の lヨ 切J連絡誌のひ じ下関にかみ合わせ，これを高上して，貨

車の重量の一部を車両移動僚に負担させ， 粘着重量の増加をは

かり ，災事 l 両ぐらいの移動の行えるようにしたもので， ßIlJ線

内においてのみの貨車の移動に使用される。----'貨車移動後。

(三和逮忠)

し 伊 りょうかいそうりょう 車両回送料 客車その他の(貨

車以外の)車両をfH;TJ放とした湯合で，これを他駅から回送後，

申込者のつごうによって，その申込を取消した湯合， その回送

区間および返送区間の全キロ程について収受する車両の回送料，

ならびに国鉄において運輸上または設備上支障がないと認めた

場合において， 旅客の申出により ， 滞留中の貸切事に対して織関

車または暖房車によって蒸気暖房を行うため， 韓基[刻lJiをもより

しゃりょう力主

の抵皆様i区から回送し， もしくはもより機関区へ返送する場合ま

たは暖房車牽引(けんいん)問機関車を運転する場合， その回送・

返送または運転区間の全キロ程について収受する料金をし、う。

客車の回送料は貸切扱の1反消により，当該車両について園欽

の得ベかりし収入を失 うこととなるため， その収入の確保をは

かる手段 と して，回送または返送区間の全区間について， 当該

"lï両の運行を行うに必要な経費に相当寸る綴をもって回送料と

しており，滋I掲車の場合は機関車の回送に~する経費を補I長(ほ

てん)するため， 当該犠l鉛車の回送または返送の全区間について，

その運行を行う 必要な経政に相当する額をもって回送料として

いる。

現行回送料はつぎのとおりである。

1 答率. '1ìt 11I ・ 気動車 ・ 荷物事および食堂平については，

l 丙 1km につき 50 円。

2 滋関車については ， 1 両 1km につき 1 60 円。

なお貨車については $ 貨物諸料金a 国鉄自動車については *

自動車貨物運賃料金 (国鉄の) ， (平林喜三造)

し ゃ りょうがかり 車両掛 答貨車区 ・ 客車区 ・ 貨車区におか

れる職で，客貨車検査掛の指告p.をうけて， 客貨車の検査(列車検

査 ・ 仕立検査 ・ 滞 fl{検査 ・ 局部検査 ・ 臨H寺検査・運転検査等)修

理作業およ び蓄電池織総の保守および充電の作業に従事するも

のである。 整備掛の職を経て ， 鉄道教習所の客貨車科を修了す

るか，車両掛採用試験に合絡したものから採用する。{jJU藤誠次

郎)

し 伊 りょうかんさいん 車両監査員 国鉄の車両の保守およ

び巡用の向上をはかるため， 昭和 25 ・ 4 に鉄道管理局に設置さ

れたもの。 運転部または巡輸部に所属し， 部長の指邸を受けて

(1) 車両の検査 ・ 修繕および配置の殴査 (2) 車両状態の政査

(3) 後関車の使用および動力車乗務員の技術指導の段査 (4) 

車両の機能発揮および保守上の取扱に関する監査 (�) 車両用

油脂 ・ かん用水および動力車用燃料の使用および取扱の箆査

(6) 車両の保守 ・ 配置・使用に関する達示等の履行の政査 (7) 

車両故障防止の殴査を行うことを任務としている。

車両~ii査員の数は l 人 -4 人(1局平均 2 人)で総数は約 60

人。任命は，鉄道管理局長が行う。(宮仮正直)

し e り ょ うかんさんほう 車両換算法 車両 (客車 ・貨車 ・ 機

関車) の自室は， 同一形式のものでも多少の相違がある。まして

形式の異なる車両に来客 ・ 乗務員 . ~l術のほか燃料 ・ 水などを

積載した場合，その突重量を算出することはすこぶる困難であ

る。

こ のような車両を何両か連紘一して列車を組成した場合，また

解結した場合に，そのつどの列車総重量は簡単に算出できない。

車両換算法は，列車総重量の近似値を容易に計算で きるよう

定めたものである。

車両の決算両数は主として自重 ・ 総重量によって定めてあり，

空軍換算 と積車換算の 2 極類に分けられている。またべつに戦

用車 ・ 試験車 ・ 展望車 ・ 食堂llïなどのように， 構造により 獄事

'!Ji. 1lïの別を設けずすべて積率の換算両数によることになってい

るものもある。

自重 ・ 総重量とも 10 t を換算荷数 1 両とし ， f.i'( 1II ・ 空事換算

とも小数点以下は l 位でとどめることになっており， 皇室用客

車を除きこの換算i可数を車体に僚記するよう定めてある。

客車 ・ 貨車 . ~韓関車の換算丙数算出方法その他はつぎのとお

りである。

1 客車

(1) 空E転換算は自重および構造で定められている。ただしポ
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